
 

 
 

2015.6.7(第１日曜日)9:00～14:00   日本野鳥の会大阪支部 

担当 南 茂夫、高井 常之、前田 初雄、甲田 照二、斎藤 健、 

西脇 淳浩、平 軍二（☎090-6901-1425）  (Ｅメール g-hira@nifty.com) 

１．梅雨入り後の天気は 

6 月 3 日近畿地方は梅雨入りしました。梅雨の季節、雨は仕方

がないものの、晴れると熱中症対策が必要なコース、そんな中で、

牧野で繁殖している幼鳥を楽しみたいと思います。 

２．先月の探鳥会から   穂谷川橋梁が完成し、１月以来久しぶりの定
例コースに戻った。毎年の楽しんでいる山野の夏鳥を期待したが、この時期

観察できる筈のオオルリ・キビタキなどの渡り鳥は全く姿を見せず、しかも冬鳥

の渡去が例年より早く、ツグミ・アオジが１羽もいないなど、やや期待外れの探

鳥会となった。しかし、コースはウグイス・シジュウカラのさえずりが続き、キジ・

オオヨシキリ・セッカの声、モズの巣立ち雛（2 ヶ所）、エナガの親子連れ（20 羽

ほど）など、鳥たちの繁殖期を実感できた。天野川では、流水の横から首を伸

ばすササゴイの漁、イワツバメの営巣、そして鳥合わせ時に関西医大のパイプ 

↑ハヤブサ(2015.5.3)西脇淳浩氏   上にハヤブサと、最後に盛り上がった。 

３．今月の鳥でなく「アオハダトンボ」   「牧野は鳥

だけでないよ」ということで今回はトンボ、５月牧野定

例探鳥会で南茂夫さんが発見されたアオハダトンボで、

大阪府レッドリスト 2014 で絶滅危惧Ⅱ類→Ⅰ類にラン

クアップされた貴重種です (国は準絶滅危惧種) 。 

アオハダトンボはハグロトンボの仲間、雄は翅脈が青

藍色に輝き、腹部も青い金属色をした部分が多いことか

らこの名前がついたそうです。  

枚方市下水道部が淀川堤防内（牧野ゴルフ場の東側）を

流れている利根川に水を流したことで、アオハダトンボ

が生息できる環境となったようです。           ↑アオハダトンボ♂(2015.5.5)南茂夫氏 

４．淀川河川事務所・環境管理課へ   淀川河川敷の樹木伐採

について河川事務所・管理課と話し合いしてきましたが、今回はアオハダト

ンボのこともあり、同事務所内にある環境管理課、そして離れた所の枚方出

張所へ行ってきました。 

枚方生きもの調査会石川新三郎氏の紹介でしたが、淀川の環境につい

て、牧野探鳥会が大阪支部の探鳥会で一番野鳥の多い所であることを説

明してきました。 

５．自転車に気をつけて    牧野探鳥会は鳥が多いけれども、

「トイレがないこと」、「自転車の危険と隣り合わせ」が二重苦の探鳥地です。

鳥を見ていて場所を移動するときは、常に前後左右に目を配り、「自転

車から自分を守る」ようお願いします。 

右写真は先月の状況、緊急自動車用道路を歩いた9:30～12:00の間、

すれ違った自転車をカウントした所、340 台も通過しました。 

６．次回 ７月５日（日）9:00～14:00    

オオヨシキリ・セッカ・ホオジロ・シジュウカラ・メジロ・カワラ

ヒワなど、小鳥たちの声を耳にしながら、姿を見せる幼鳥の楽しみた

いと思います。真夏が近づき暑い日になると思いますので、熱中症予防のため充分量の水を持参して下さるよう

お願いします。 

14/12/7自転車部隊と遭遇 

15/3/7 工事中の穂谷川合流点の橋梁 

15/5/3 今日も続々自転車部隊 

15/5/3 アオハダトンボを見る 
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科名 鳥名　

2/1 3/7 4/5 5/3 6/7 7/5 2/1 3/7 4/5 5/3 6/7 7/5

5 キジ キジ 17 1 7 418 カササギヒタキ サンコウチョウ 1

21 カモ ツクシガモ 1 420 モズ モズ 34 7 4 7

26 カモ オカヨシガモ 17 20 435 カラス ハシボソガラス 38 13 8 23

27 カモ ヨシガモ 2 雨 436 カラス ハシブトガラス 37 5 5 雨 12

28 カモ ヒドリガモ 16 7 9 天 438 キクイタダキ キクイタダキ 4 天

29 カモ アメリカヒドリ 5 中 442 シジュウカラ ヤマガラ 5 中

30 カモ マガモ 20 12 止 443 シジュウカラ ヒガラ 1 止

32 カモ カルガモ 33 14 15 6 445 シジュウカラ シジュウカラ 34 17 7 26

34 カモ ハシビロガモ 1 452 ヒバリ ヒバリ 26 2 1 7

35 カモ オナガガモ 5 455 ツバメ ショウドウツバメ 3

36 カモ シマアジ 1 457 ツバメ ツバメ 18 83

37 カモ トモエガモ 1 459 ツバメ コシアカツバメ 5

38 カモ コガモ 22 15 58 8 461 ツバメ イワツバメ 13 20

42 カモ ホシハジロ 9 3 4 463 ヒヨドリ ヒヨドリ 38 651 13 30

46 カモ キンクロハジロ 11 5 2 464 ウグイス ウグイス 35 4 11 30

47 カモ スズガモ 2 466 エナガ エナガ 28 23

59 カモ カワアイサ 18 3 7 477 ムシクイ メボソムシクイ 2

62 カイツブリ カイツブリ 14 1 2 480 ムシクイ センダイムシクイ 3

64 カイツブリ カンムリカイツブリ 19 5 1 483 メジロ メジロ 26 24 8 4

74 ハト キジバト 37 8 18 6 492 ヨシキリ オオヨシキリ 10 13

127 ウ カワウ 35 13 15 8 499 セッカ セッカ 9 5

139 サギ ゴイサギ 4 506 ムクドリ ムクドリ 36 641 66 27

141 サギ ササゴイ 5 2 508 ムクドリ コムクドリ 3

144 サギ アオサギ 37 7 3 7 511 ムクドリ ホシムクドリ 2

146 サギ ダイサギ 35 2 2 8 520 ヒタキ マミチャジナイ 1

148 サギ コサギ 26 5 521 ヒタキ シロハラ 19 2 3

170 クイナ ヒクイナ 1 522 ヒタキ アカハラ 1

174 クイナ バン 3 525 ヒタキ ツグミ 21 56 9

175 クイナ オオバン 10 55 17 533 ヒタキ ノゴマ 1

185 カッコウ ホトトギス 1 536 ヒタキ ルリビタキ 1

192 アマツバメ アマツバメ 2 540 ヒタキ ジョウビタキ 20 7 6

195 チドリ ケリ 13 6 2 4 542 ヒタキ ノビタキ 5

202 チドリ イカルチドリ 3 549 ヒタキ イソヒヨドリ 4

203 チドリ コチドリ 14 5 552 ヒタキ エゾビタキ 1

204 チドリ シロチドリ 4 554 ヒタキ コサメビタキ 4

227 シギ チュウシャクシギ 2 558 ヒタキ キビタキ 3

239 シギ クサシギ 1 561 ヒタキ オオルリ 2

244 シギ イソシギ 25 1 4 569 スズメ スズメ 38 102 99 105

251 シギ トウネン 1 573 セキレイ キセキレイ 8 1

286 カモメ ユリカモメ 12 6 574 セキレイ ハクセキレイ 35 12 3 2

293 カモメ ウミネコ 2 575 セキレイ セグロセキレイ 33 7 2 2

294 カモメ カモメ 1 584 セキレイ タヒバリ 5 8

299 カモメ セグロカモメ 8 1 586 アトリ アトリ 14

307 カモメ コアジサシ 3 587 アトリ カワラヒワ 36 77 81 60

339 ミサゴ ミサゴ 22 1 588 アトリ マヒワ 6

340 タカ ハチクマ 2 592 アトリ ベニマシコ 19 1 12

342 タカ トビ 26 2 2 6 600 アトリ シメ 16 1 2

349 タカ チュウヒ 1 602 アトリ イカル 4

355 タカ ハイタカ 10 610 ホオジロ ホオジロ 36 44 37 20

356 タカ オオタカ 8 617 ホオジロ カシラダカ 11

357 タカ サシバ 1 618 ホオジロ ミヤマホオジロ 1

358 タカ ノスリ 13 1 1 624 ホオジロ アオジ 23 39 29

366 フクロウ オオコノハズク 1 628 ホオジロ オオジュリン 4 35

383 カワセミ カワセミ 33 3 1 2  キジ コジュケイ 4

388 キツツキ アリスイ 3  ハト カワラバト(ドバト) 37 83 116 68

390 キツツキ コゲラ 30 2 4  カッコウ カッコウSP 1

393 キツツキ アカゲラ 1 種数合計(自動計算) 49 41 37

401 ハヤブサ チョウゲンボウ 15 1 1 1 個体数合計(自動計算) 1984 737 647

407 ハヤブサ ハヤブサ 15 1 1 探鳥会参加者数 20 9 30
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７．探鳥会出現鳥チェックリスト 
 


